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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表す画像光を射出して画像を表示する画像表示装置であって、
　光源と、
　供給電力と光量との関係を示す電力／光量特性に基づいて前記光源への供給電力を制御
する光源制御部と、
　前記光源から射出される光を利用して、前記画像光を射出する画像光射出部と、
　前記光源から射出される光の光量を測定する光量測定部と、
　前記光量測定部による光量測定値に基づいて前記電力／光量特性を導出する電力／光量
特性導出部と、
を備え、
　前記電力／光量特性を導出する場合、
　前記光源制御部は、前記光源への供給電力が、あらかじめ定められた電力範囲内の複数
の電力を順に変化するように制御し、
　前記光量測定部は、前記複数の電力ごとに前記光源から射出される光の光量を測定し、
　前記電力／光量特性導出部は、前記複数の電力ごとの光量測定値に基づいて、前記電力
範囲内の前記電力／光量特性を導出し、
　前記電力範囲内の複数の電力は、前記電力範囲内の最大の電力であって、前記光源の連
続点灯において使用せず、かつ、３Ｄ表示で用いられる間欠点灯において設定可能な最大
の電力である第１の電力と、前記第１の電力よりも小さな電力であって、前記光源を連続
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点灯で使用する場合の最大電力である第２の電力と、前記光源を連続点灯できる最小な電
力としてあらかじめ設定される前記電力範囲内の最小な電力である第３の電力と、を少な
くとも含み、
　前記光源への供給電力が前記第３の電力以上で前記第２の電力よりも大きく前記第１の
電力以下の場合、前記光源制御部は、前記光源が間欠点灯するように制御し、
　前記光量測定部は、前記電力／光量特性を導出する際に、前記光源への供給電力が前記
第２の電力よりも大きく前記第１の電力以下であって前記光源が間欠点灯している場合、
測定された間欠点灯時の光量を、連続点灯時に想定される光量に換算する
　ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像表示装置であって、
　前記光源から射出される光の光量を、前記第３の電力で連続点灯する場合の光の光量よ
りも小さくする場合、前記光源制御部は、前記光源を前記第３の電力でＰＷＭ駆動する
　ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の画像表示装置であって、
　少なくとも、前記光源の温度を測定する温度測定部を備え、
　前記光量測定部は、前記温度測定部による温度測定値に基づいて光量測定値を補正する
　ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれか一項に記載の画像表示装置であって、
　複数の前記光源を備え、
　前記光量測定部は、それぞれの光源から射出される光量を測定し、
　前記光源制御部は、それぞれの光源から射出される光の光量がバランスするように、そ
れぞれの供給電力を調整し、
　前記供給電力のバランス調整量は、前記第２の電力における光量測定値に基づいて設定
される
　ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項５】
　プロジェクターであって、
　光源と、
　供給電力と光量との関係を示す電力／光量特性に基づいて前記光源への供給電力を制御
する光源制御部と、
　前記光源から射出される光を変調する光変調部と、
　前記光変調部で変調された光を投写する投写光学系と、
　前記光源から射出される光の光量を測定する光量測定部と、
　前記光量測定部による光量測定値に基づいて前記電力／光量特性を導出する電力／光量
特性導出部と、
を備え、
　前記電力／光量特性を導出する場合、
　前記光源制御部は、前記光源への供給電力が、あらかじめ定められた電力範囲内の複数
の電力を順に変化するように制御し、
　前記光量測定部は、前記複数の電力ごとに前記光源から射出される光の光量を測定し、
　前記電力／光量特性導出部は、前記複数の電力ごとの光量測定値に基づいて、前記電力
範囲内の前記電力／光量特性を導出し、
　前記電力範囲内の複数の電力は、前記電力範囲内の最大の電力であって、前記光源の連
続点灯において使用せず、かつ、３Ｄ表示で用いられる間欠点灯において設定可能な最大
の電力である第１の電力と、前記第１の電力よりも小さな電力であって、前記光源を連続
点灯で使用する場合の最大電力である第２の電力と、前記光源を連続点灯できる最小な電
力としてあらかじめ設定される前記電力範囲内の最小な電力である第３の電力と、を少な
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くとも含み、
　前記光源への供給電力が前記第３の電力以上で前記第２の電力以下の場合、前記光源制
御部は、前記光源が連続点灯するように制御し、
　前記光源への供給電力が前記第２の電力よりも大きく前記第１の電力以下の場合、前記
光源制御部は、前記光源が間欠点灯するように制御し、
　前記光量測定部は、前記電力／光量特性を導出する際に、前記光源への供給電力が前記
第２の電力よりも大きく前記第１の電力以下であって前記光源が間欠点灯している場合、
測定された間欠点灯時の光量を、連続点灯時に想定される光量に換算する
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項６】
　請求項５に記載のプロジェクターであって、
　前記光源から射出される光の光量を、前記第３の電力で連続点灯する場合の光の光量よ
りも小さくする場合、前記光源制御部は、前記光源を前記第３の電力でＰＷＭ駆動する
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項７】
　請求項５または請求項６に記載のプロジェクターであって、
　少なくとも、前記光源の温度を測定する温度測定部を備え、
　前記光量測定部は、前記温度測定部による温度測定値に基づいて光量測定値を補正する
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項８】
　請求項５から請求項７までのいずれか一項に記載のプロジェクターであって、
　複数の前記光源を備え、
　前記光量測定部は、それぞれの光源から射出される光量を測定し、
　前記光源制御部は、それぞれの光源から射出される光の光量がバランスするように、そ
れぞれの供給電力を調整し、
　前記供給電力のバランス調整量は、前記第２の電力における光量測定値に基づいて設定
される
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項９】
　画像を表す画像光を射出して画像を表示する画像表示装置において、光源から射出され
る光の光量を、供給電力と光量との関係を示す電力／光量特性に基づいて前記光源への供
給電力を調整することにより制御するための前記電力／光量特性を導出する制御方法であ
って、
　前記画像表示装置は、
　光源と、
　前記電力／光量特性に基づいて前記光源への供給電力を制御する光源制御部と、
　前記光源から射出される光の光量を測定する光量測定部と、
　前記光量測定部による光量測定値に基づいて前記電力／光量特性を導出する電力／光量
特性導出部と、
を備え、
　前記電力／光量特性を導出する場合、
　前記光源制御部において、前記光源への供給電力が、あらかじめ定められた電力範囲内
の複数の電力を順に変化するように制御し、
　前記光量測定部において、前記複数の電力ごとに前記光源から射出される光の光量を測
定し、
　前記電力／光量特性導出部において、前記複数の電力ごとの光量測定値に基づいて、前
記電力範囲内の前記電力／光量特性を導出し、
　前記電力範囲内の複数の電力は、前記電力範囲内の最大の電力であって、前記光源の連
続点灯において使用せず、かつ、３Ｄ表示で用いられる間欠点灯において設定可能な最大
の電力である第１の電力と、前記第１の電力よりも小さな電力であって、前記光源を連続
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点灯で使用する場合の最大電力である第２の電力と、前記光源を連続点灯できる最小な電
力としてあらかじめ設定される前記電力範囲内の最小な電力である第３の電力と、を少な
くとも含み、
　前記光源への供給電力が前記第３の電力以上で前記第２の電力以下の場合、前記光源制
御部において、前記光源が連続点灯するように制御し、
　前記光源への供給電力が前記第２の電力よりも大きく前記第１の電力以下の場合、前記
光源制御部において、前記光源が間欠点灯するように制御し、
　前記光量測定部において、前記電力／光量特性を導出する際に、前記光源への供給電力
が前記第２の電力よりも大きく前記第１の電力以下であって前記光源が間欠点灯している
場合、測定された間欠点灯時の光量を、連続点灯時に想定される光量に換算する
　ことを特徴とする制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置、プロジェクター及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プロジェクターやテレビジョン等の画像表示装置として、近年、レーザーダイオード（
Laser Diode：ＬＤ）や発光ダイオード（Light Emitting Diode：ＬＥＤ）等の半導体光
源あるいは固体光源とも呼ばれる光源を用いたものが開発されている。
【０００３】
　特許文献１には、半導体光源を用いた画像表示装置の例が開示されている。この画像表
示装置では、光源光の光量が徐々に変化するように光源への供給電力を制御し、これに応
じて徐々に変化する光源光の光量を測定して光量データを取得し、これにより電力／光量
特性を導出している。そして、光源を含む光源装置の経時劣化あるいは環境変化が発生し
た場合においても、所望の光量で画像を表示するために、導出した電力／光量特性に基づ
いて光源光と画像光とのうち少なくとも一方の光量を調整（「調光」とも呼ばれる）する
ことが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－１４５８４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　光源装置の経時劣化あるいは環境変化が発生した場合においても、所望の光量で画像を
表示するためには、理想的には、調光範囲内の全ての供給電力について光量を測定して、
電力／光量特性を導出することが望ましい。また、光源や光量を測定するための光センサ
ー等の光学素子の応答特性並びに温度特性の影響により、光量測定値には誤差が発生する
ため、光量測定値の誤差を抑制するためには、温度特性および応答特性を考慮した測定時
間を確保することが要求される。しかしながら、調光範囲の全ての供給電力に対して温度
特性および応答特性を考慮した測定時間を確保していては、トータルの測定時間が長くな
り、ユーザーの利便性を著しく阻害することになる、という問題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態として実現することが可能である。
　本発明の一形態によれば、画像を表す画像光を射出して画像を表示する画像表示装置が
提供される。この画像表示装置は；光源と；供給電力と光量との関係を示す電力／光量特
性に基づいて前記光源への供給電力を制御する光源制御部と；前記光源から射出される光
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を利用して、前記画像光を射出する画像光射出部と；前記光源から射出される光の光量を
測定する光量測定部と；前記光量測定部による光量測定値に基づいて前記電力／光量特性
を導出する電力／光量特性導出部と；を備える。前記電力／光量特性を導出する場合；前
記光源制御部は、前記光源への供給電力が、あらかじめ定められた電力範囲内の複数の電
力を順に変化するように制御し；前記光量測定部は、前記複数の電力ごとに前記光源から
射出される光の光量を測定し；前記電力／光量特性導出部は、前記複数の電力ごとの光量
測定値に基づいて、前記電力範囲内の前記電力／光量特性を導出し；前記電力範囲内の複
数の電力は、前記電力範囲内の最大の電力であって、前記光源の連続点灯において使用せ
ず、かつ、３Ｄ表示で用いられる間欠点灯において設定可能な最大の電力である第１の電
力と、前記第１の電力よりも小さな電力であって、前記光源を連続点灯で使用する場合の
最大電力である第２の電力と、前記光源を連続点灯できる最小な電力としてあらかじめ設
定される前記電力範囲内の最小な電力である第３の電力と、を少なくとも含み；前記光源
への供給電力が前記第３の電力以上で前記第２の電力以下の場合、前記光源制御部は、前
記光源が連続点灯するように制御し；前記光源への供給電力が前記第２の電力よりも大き
く前記第１の電力以下の場合、前記光源制御部は、前記光源が間欠点灯するように制御し
；前記光量測定部は、前記電力／光量特性を導出する際に、前記光源への供給電力が前記
第２の電力よりも大きく前記第１の電力以下であって前記光源が間欠点灯している場合、
測定された間欠点灯時の光量を、連続点灯時に想定される光量に換算する。
　この形態の画像表示装置によれば、短い計測時間で高精度に電力／光量特性を導出する
ことができ、これを用いて光源を高精度に制御することが可能である。また、連続点灯あ
るいは間欠点灯に関わらず共通した複数の電力での光量測定により電力／光量特性を導出
することが可能であり、測定時間の短縮を図ることが可能であり、利便性を高めることが
可能である。
　上記形態の画像表示装置において、前記光源から射出される光の光量を、前記第３の電
力で連続点灯する場合の光の光量よりも小さくする場合、前記光源制御部は、前記光源を
前記第３の電力でＰＷＭ駆動するようにしてもよい。
　このようにすれば、光源を第３の電力でＰＷＭ駆動することで、第３の電力に対応する
光の光量よりも小さい光量の光を光源から射出することができる。
　上記形態の画像表示装置において、少なくとも、前記光源の温度を測定する温度測定部
を備え；前記光量測定部は、前記温度測定部による温度測定値に基づいて光量測定値を補
正するようにしてもよい。
　このようにすれば、温度測定値に基づいて光量測定値を補正することにより、電力／光
量特性を高精度に導出することが可能である。
　上記形態の画像表示装置において、複数の前記光源を備え；前記光量測定部は、それぞ
れの光源から射出される光量を測定し；前記光源制御部は、それぞれの光源から射出され
る光の光量がバランスするように、それぞれの供給電力を調整し；前記供給電力のバラン
ス調整量は、前記第２の電力における光量測定値に基づいて設定されるようにしてもよい
。
　このようにすれば、複数の光源の光量バランスを高精度に調整することが可能である。
　本発明の他の一形態によればプロジェクターが提供される。このプロジェクターは；光
源と；供給電力と光量との関係を示す電力／光量特性に基づいて前記光源への供給電力を
制御する光源制御部と；前記光源から射出される光を変調する光変調部と；前記光変調部
で変調された光を投写する投写光学系と；前記光源から射出される光の光量を測定する光
量測定部と；前記光量測定部による光量測定値に基づいて前記電力／光量特性を導出する
電力／光量特性導出部と；を備える。前記電力／光量特性を導出する場合；前記光源制御
部は、前記光源への供給電力が、あらかじめ定められた電力範囲内の複数の電力を順に変
化するように制御し；前記光量測定部は、前記複数の電力ごとに前記光源から射出される
光の光量を測定し；前記電力／光量特性導出部は、前記複数の電力ごとの光量測定値に基
づいて、前記電力範囲内の前記電力／光量特性を導出し；前記電力範囲内の複数の電力は
、前記電力範囲内の最大の電力であって、前記光源の連続点灯において使用せず、かつ、



(6) JP 6519970 B2 2019.5.29

10

20

30

40

50

３Ｄ表示で用いられる間欠点灯において設定可能な最大の電力である第１の電力と、前記
第１の電力よりも小さな電力であって、前記光源を連続点灯で使用する場合の最大電力で
ある第２の電力と、前記光源を連続点灯できる最小な電力としてあらかじめ設定される前
記電力範囲内の最小な電力である第３の電力と、を少なくとも含み；前記光源への供給電
力が前記第３の電力以上で前記第２の電力以下の場合、前記光源制御部は、前記光源が連
続点灯するように制御し；前記光源への供給電力が前記第２の電力よりも大きく前記第１
の電力以下の場合、前記光源制御部は、前記光源が間欠点灯するように制御し；前記光量
測定部は、前記電力／光量特性を導出する際に、前記光源への供給電力が前記第２の電力
よりも大きく前記第１の電力以下であって前記光源が間欠点灯している場合、測定された
間欠点灯時の光量を、連続点灯時に想定される光量に換算する。
　この形態のプロジェクターによれば、短い計測時間で高精度に電力／光量特性を導出す
ることができ、これを用いて光源を高精度に制御することが可能である。また、連続点灯
あるいは間欠点灯に関わらず共通した複数の電力での光量測定により電力／光量特性を導
出することが可能であり、測定時間の短縮を図ることが可能であり、利便性を高めること
が可能である。
　上記形態のプロジェクターにおいて、前記光源から射出される光の光量を、前記第３の
電力で連続点灯する場合の光の光量よりも小さくする場合、前記光源制御部は、前記光源
を前記第３の電力でＰＷＭ駆動するようにしてもよい。
　このようにすれば、光源を第３の電力でＰＷＭ駆動することで、第３の電力に対応する
光の光量よりも小さい光量の光を光源から射出することができる。
　上記形態のプロジェクターにおいて、少なくとも、前記光源の温度を測定する温度測定
部を備え；前記光量測定部は、前記温度測定部による温度測定値に基づいて光量測定値を
補正するようにしてもよい。
　このようにすれば、温度測定値に基づいて光量測定値を補正することにより、電力／光
量特性を高精度に導出することが可能である。
　上記形態のプロジェクターにおいて、複数の前記光源を備え；前記光量測定部は、それ
ぞれの光源から射出される光量を測定し；前記光源制御部は、それぞれの光源から射出さ
れる光の光量がバランスするように、それぞれの供給電力を調整し；前記供給電力のバラ
ンス調整量は、前記第２の電力における光量測定値に基づいて設定されるようにしてもよ
い。
　このようにすれば、複数の光源の光量バランスを高精度に調整することが可能である。
　本発明の別の一形態によれば、画像を表す画像光を射出して画像を表示する画像表示装
置において、光源から射出される光の光量を、供給電力と光量との関係を示す電力／光量
特性に基づいて前記光源への供給電力を調整することにより制御するための前記電力／光
量特性を導出する制御方法が提供される。前記画像表示装置は；光源と；前記電力／光量
特性に基づいて前記光源への供給電力を制御する光源制御部と；前記光源から射出される
光の光量を測定する光量測定部と；前記光量測定部による光量測定値に基づいて前記電力
／光量特性を導出する電力／光量特性導出部と；を備える。前記電力／光量特性を導出す
る場合；前記光源制御部において、前記光源への供給電力が、あらかじめ定められた電力
範囲内の複数の電力を順に変化するように制御し；前記光量測定部において、前記複数の
電力ごとに前記光源から射出される光の光量を測定し；前記電力／光量特性導出部におい
て、前記複数の電力ごとの光量測定値に基づいて、前記電力範囲内の前記電力／光量特性
を導出し；　前記電力範囲内の複数の電力は、前記電力範囲内の最大の電力であって、前
記光源の連続点灯において使用せず、かつ、３Ｄ表示で用いられる間欠点灯において設定
可能な最大の電力である第１の電力と、前記第１の電力よりも小さな電力であって、前記
光源を連続点灯で使用する場合の最大電力である第２の電力と、前記光源を連続点灯でき
る最小な電力としてあらかじめ設定される前記電力範囲内の最小な電力である第３の電力
と、を少なくとも含み；前記光源への供給電力が前記第３の電力以上で前記第２の電力以
下の場合、前記光源制御部において、前記光源が連続点灯するように制御し；前記光源へ
の供給電力が前記第２の電力よりも大きく前記第１の電力以下の場合、前記光源制御部に



(7) JP 6519970 B2 2019.5.29

10

20

30

40

50

おいて、前記光源が間欠点灯するように制御し；前記光量測定部において、前記電力／光
量特性を導出する際に、前記光源への供給電力が前記第２の電力よりも大きく前記第１の
電力以下であって前記光源が間欠点灯している場合、測定された間欠点灯時の光量を、連
続点灯時に想定される光量に換算する。
　この形態の画像表示装置における制御方法によれば、短い計測時間で高精度に電力／光
量特性を導出することができ、これを用いて光源を高精度に制御することが可能である。
また、連続点灯あるいは間欠点灯に関わらず共通した複数の電力での光量測定により電力
／光量特性を導出することが可能であり、測定時間の短縮を図ることが可能であり、利便
性を高めることが可能である。
　その他、本発明は、以下の形態としても実現することが可能である。
【０００７】
（１）本発明の一形態によれば、画像を表す画像光を射出して画像を表示する画像表示装
置が提供される。この画像表示装置は、光源；供給電力と光量との関係を示す電力／光量
特性に基づいて前記光源への供給電力を制御する光源制御部と；前記光源から射出される
光を利用して、前記画像光を射出する画像光射出部と；前記光源から射出される光の光量
を測定する光量測定部と；前記光量測定部による光量測定値に基づいて前記電力／光量特
性を導出する電力／光量特性導出部と；を備える。前記光源制御部は、前記光源への供給
電力が、あらかじめ定められた使用を予定する電力の範囲のうちの一部の複数の電力に順
に変化するように制御し；前記光量測定部は、前記複数の電力ごとの光量を測定し；前記
電力／光量特性導出部は、前記複数の電力ごとの光量測定値に基づいて、前記使用を予定
する電力の範囲における前記電力／光量特性を導出する。この形態の画像表示装置によれ
ば、短い計測時間で高精度に電力／光量特性を導出することができ、これを用いて光源を
高精度に制御することが可能である。
【０００８】
（２）上記形態の画像表示装置において、前記複数の電力のうち、最大電力は前記光源を
間欠点灯させる電力であり、前記最大電力以外の少なくとも一部の電力は前記光源を連続
点灯させる電力であり；前記光源制御部は、前記供給電力を前記最大電力とした場合には
、前記供給電力が前記間欠点灯に対応する間欠供給となるように制御し；前記光量測定部
は、前記最大電力の間欠供給による間欠点灯時における光量の測定を行い、測定した光量
測定値を連続点灯時に想定される光量に換算するようにしてもよい。このようにすれば、
連続点灯あるいは間欠点灯に関わらず共通した複数の電力での光量測定により電力／光量
特性を導出することが可能であり、測定時間の短縮を図ることが可能であり、利便性を高
めることが可能である。
【０００９】
（３）上記形態の画像表示装置において、少なくとも、前記光源の温度を測定する温度測
定部を備え；前記光量測定部は、前記温度測定部による温度測定値に基づいて光量測定値
を補正するようにしてもよい。このようにすれば、一部の複数の電力における光量測定値
から、あらかじめ定められた使用を予定する電力の範囲における電力／光量特性を高精度
に導出することが可能である。
【００１０】
（４）上記形態の画像表示装置において、複数の前記光源を備え；前記光量測定部は、そ
れぞれの光源から射出される光量を測定し；前記光源制御部は、それぞれの光源から射出
される光の光量がバランスするように、それぞれの供給電力を調整し；前記複数の電力の
うち、最大電力は前記光源を間欠点灯させる電力であり、前記最大電力以外の少なくとも
一部の電力は前記光源を連続点灯させる電力であり；前記供給電力のバランス調整量は、
前記最大電力以外の電力のうちの最大電力における光量測定値に基づいて設定されるよう
にしてもよい。このようにすれば、複数の光源の光量バランスを高精度に調整することが
可能である。
【００１１】
（５）本発明の他の一形態によればプロジェクターが提供される。このプロジェクターは
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、光源と；供給電力と光量との関係を示す電力／光量特性に基づいて前記光源への供給電
力を制御する光源制御部と；前記光源から射出される光を変調する光変調部と；前記変調
部で変調された光を投写する投写光学系と；前記光源から射出される光の光量を測定する
光量測定部と；前記光量測定部による光量測定値に基づいて前記電力／光量特性を導出す
る電力／光量特性導出部と；を備える。前記光源制御部は、前記光源への供給電力が、あ
らかじめ定められた使用を予定する電力の範囲のうちの一部の複数の電力に順に変化する
ように制御し；前記光量測定部は、前記複数の電力ごとの光量を測定し；前記電力／光量
特性導出部は、前記複数の電力ごとの光量測定値に基づいて、前記使用を予定する電力の
範囲における前記電力／光量特性を導出する。この形態のプロジェクターによれば、短い
計測時間で高精度に電力／光量特性を導出することができ、これを用いて光源を高精度に
制御することが可能である。
【００１２】
（６）上記形態のプロジェクターにおいて、前記複数の電力のうち、最大電力は前記光源
を間欠点灯させる電力であり、前記最大電力以外の少なくとも一部の電力は前記光源を連
続点灯させる電力であり；前記光源制御部は、前記供給電力を前記最大電力とした場合に
は、前記供給電力が前記間欠点灯に対応する間欠供給となるように制御し；前記光量測定
部は、前記最大電力の間欠供給による間欠点灯時における光量の測定を行い、測定した光
量測定値を連続点灯時に想定される光量に換算するようにしてもよい。このようにすれば
、連続点灯あるいは間欠点灯に関わらず共通した複数の電力での光量測定により電力／光
量特性を導出することが可能であり、測定時間の短縮を図ることが可能であり、利便性を
高めることが可能である。
【００１３】
（７）上記形態のプロジェクターにおいて、少なくとも、前記光源の温度を測定する温度
測定部を備え；前記光量測定部は、前記温度測定部による温度測定値に基づいて光量測定
値を補正するようにしてもよい。このようにすれば、一部の複数の電力における光量測定
値から、あらかじめ定められた使用を予定する電力の範囲における電力／光量特性を高精
度に導出することが可能である。
【００１４】
（８）上記形態のプロジェクターにおいて、複数の前記光源を備え；前記光量測定部は、
それぞれの光源から射出される光量を測定し；前記光源制御部は、それぞれの光源から射
出される光の光量がバランスするように、それぞれの供給電力を調整し；前記複数の電力
のうち、最大電力は前記光源を間欠点灯させる電力であり、前記最大電力以外の少なくと
も一部の電力は前記光源を連続点灯させる電力であり；前記供給電力のバランス調整量は
、前記最大電力以外の電力のうちの最大電力における光量測定値に基づいて設定されるよ
うにしてもよい。このようにすれば、複数の光源の光量バランスを高精度に調整すること
が可能である。
【００１５】
　なお、本発明は、以下に示すような種々の態様で実現することが可能である。
（ａ）画像表示装置、画像表示装置の制御方法。
（ｂ）プロジェクター、プロジェクターの制御方法。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】一実施形態におけるプロジェクターの構成を示す概略ブロック図である。
【図２】図１の制御部の構成を示す概略ブロック図である。
【図３】電流／光量特性テーブル及びＤｕｔｙ／光量特性テーブルの一例を示す説明図で
ある。
【図４】光源初期状態確認処理の手順を示すフローチャートである。
【図５】光源変化状態確認処理の手順を示すフローチャートである。
【図６】光源制御テーブル生成処理の手順を示すフローチャートである。
【図７】第１電流～第４電流において取得される光センサー値を示すグラフである。
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【図８】光源制御テーブルのうちの電流／光量特性テーブルを基準状態と光源劣化状態の
例を比較して示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
Ａ．実施形態：
Ａ１．プロジェクターの構成：
　図１は、一実施形態におけるプロジェクター５０の構成を示す概略ブロック図である。
プロジェクター５０は、青色光用照明装置５１と、黄色光用照明装置５２と、ダイクロイ
ックミラー２５と、導光光学系３Ｒと、導光光学系３Ｇと、導光光学系３Ｂと、反射型液
晶パネル４Ｒと、反射型液晶パネル４Ｇと、反射型液晶パネル４Ｂと、赤色光用光センサ
ー３６Ｒと、緑色光用光センサー３６Ｇと、青色光用光センサー３６Ｂと、クロスダイク
ロイックプリズム５と、投写光学系６と、を備える。
【００１８】
　青色光用照明装置５１は、一例として主にＰ偏光の青色光ＬＢを射出する。黄色光用照
明装置５２は、一例として主にＰ偏光の黄色光ＬＹを射出する。
【００１９】
　ダイクロイックミラー２５は、所定の波長領域の光束を反射し、他の波長領域の光束を
透過する波長選択膜が基板上に形成された光学素子である。本実施形態では、ダイクロイ
ックミラー２５は、一例として、黄色光用照明装置５２が射出した黄色光ＬＹのうち、予
め決められた基準波長より波長が長い赤色光ＬＲを透過させ、予め決められた基準波長以
下の波長の緑色光ＬＧを反射する。
【００２０】
　導光光学系３Ｒは、ダイクロイックミラー２５が透過した赤色光ＬＲのうち、偏光ビー
ムスプリッター２６で反射したＳ偏光の赤色光を赤色光用光センサー３６Ｒへ導く。一方
、導光光学系３Ｒは、ダイクロイックミラー２５が透過した赤色光ＬＲのうち、偏光ビー
ムスプリッター２６を透過したＰ偏光の赤色光を反射型液晶パネル４Ｒへ導く。また、導
光光学系３Ｒは、反射型液晶パネル４Ｒから反射された赤色光のうち、偏光ビームスプリ
ッター２６で反射したＳ偏光の赤色光をクロスダイクロイックプリズム５へ導く。
【００２１】
　導光光学系３Ｇは、ダイクロイックミラー２５が反射した緑色光ＬＧのうち、偏光ビー
ムスプリッター２７で反射したＳ偏光の緑色光を緑色光用光センサー３６Ｇへ導く。導光
光学系３Ｇは、ダイクロイックミラー２５が反射した緑色光ＬＧのうち、偏光ビームスプ
リッター２７を透過したＰ偏光の緑色光を反射型液晶パネル４Ｇへ導く。また、導光光学
系３Ｇは、反射型液晶パネル４Ｇから反射された緑色光のうち、偏光ビームスプリッター
２７で反射したＳ偏光の緑色光をクロスダイクロイックプリズム５へ導く。
【００２２】
　導光光学系３Ｂは、青色光用照明装置５１が射出した青色光ＬＢのうち、偏光ビームス
プリッター２８で反射したＳ偏光の青色光を青色光用光センサー３６Ｂへ導く。導光光学
系３Ｂは、青色光用照明装置５１が射出した青色光ＬＢのうち、偏光ビームスプリッター
２８を透過したＰ偏光の青色光を反射型液晶パネル４Ｂへ導く。また、導光光学系３Ｂは
、反射型液晶パネル４Ｂから反射された青色光のうち、偏光ビームスプリッター２８で反
射したＳ偏光の青色光をクロスダイクロイックプリズム５へ導く。
【００２３】
　反射型液晶パネル４Ｒは、導光光学系３Ｒにより導かれた赤色光を画像信号に応じて変
調する。同様に、反射型液晶パネル４Ｇは、導光光学系３Ｇにより導かれた緑色光を画像
信号に応じて変調する。同様に、反射型液晶パネル４Ｂは、導光光学系３Ｂにより導かれ
た青色光を画像信号に応じて変調する。クロスダイクロイックプリズム５は、導光光学系
３Ｒが導いた赤色光、導光光学系３Ｇが導いた緑色光、導光光学系３Ｂが導いた青色光を
合成する。投写光学系６は、クロスダイクロイックプリズム５によって合成された光をス
クリーンＳＣＲ等の投写面に投写する。
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【００２４】
　赤色光用光センサー３６Ｒは、導光光学系３Ｒが導いたＳ偏光の赤色光の明るさ（本実
施形態では、一例として光強度）を検出する。赤色光用光センサー３６Ｒは、検出した赤
色光の光強度を示す赤色光強度信号を制御部６３へ出力する。同様に、青色光用光センサ
ー３６Ｂは、導光光学系３Ｂが導いたＳ偏光の青色光の明るさ（本実施形態では、一例と
して光強度）を検出する。青色光用光センサー３６Ｂは、検出した青色光の光強度を示す
青色光強度信号を制御部６３に出力する。また同様に、緑色光用光センサー３６Ｇは、導
光光学系３Ｇが導いたＳ偏光の緑色光の強度を検出する。緑色光用光センサー３６Ｇは、
検出した緑色光の強度を示す緑色光強度信号を制御部６３に出力する。
【００２５】
　青色光用照明装置５１は、青色レーザーダイオードアレイ５３と、平行化レンズ５４と
、集光レンズ５５と、拡散板５６と、ピックアップレンズ５７と、平行化レンズ５８と、
第１レンズアレイ９と、第２レンズアレイ１０と、偏光変換素子１１と、重畳レンズ１２
とを備える。
【００２６】
　青色レーザーダイオードアレイ５３は、例えば１２個の青色レーザーダイオード５９が
４個×３個のアレイ状に配列されたものである。平行化レンズ５４は、個々の青色レーザ
ーダイオード５９に対応する位置に、個々の青色レーザーダイオード５９と同じ数だけ設
けられている。第１レンズアレイ９は、平行化レンズ５８から射出される照明光束を複数
の部分光束に分割するための複数の第１小レンズ１３を有する。第２レンズアレイ１０は
、第１レンズアレイ９の複数の第１小レンズ１３に対応する複数の第２小レンズ１４を有
する。偏光変換素子１１は、第２レンズアレイ１０からの各部分光束を偏光方向の揃った
略１種類の直線偏光に変換して射出する。重畳レンズ１２は、偏光変換素子１１から射出
される各部分光束を被照明領域で重畳させる。
【００２７】
　青色レーザーダイオード５９から射出された青色光ＬＢは、平行化レンズ５４により平
行化された後、集光レンズ５５により集光され、拡散板５６上に照射されることで点光源
が形成される。拡散板５６上の各点光源からの青色の拡散光は、ピックアップレンズ５７
を透過して平行化レンズ５８により平行化された後、第１レンズアレイ９に入射する。
【００２８】
　第１レンズアレイ９は、平行化レンズ５８からの平行光を複数の部分光束に分割する光
束分割光学素子としての機能を有する。第１レンズアレイ９は、複数の第１小レンズ１３
が照明光軸５１ａｘと直交する面内に複数行・複数列のマトリクス状に配列された構成を
有する。図示による説明は省略するが、第１小レンズ１３の外形形状は、反射型液晶パネ
ル４Ｂの画像光を射出する画像形成領域の外形形状に関して相似形である。
【００２９】
　第２レンズアレイ１０は、重畳レンズ１２とともに、第１レンズアレイ９の各第１小レ
ンズ１３の像を反射型液晶パネル４Ｂの画像形成領域近傍に結像させる機能を有する。第
２レンズアレイ１０は、第１レンズアレイ９と同様、複数の第２小レンズ１４が照明光軸
５１ａｘに直交する面内に複数行・複数列のマトリクス状に配列された構成を有する。
【００３０】
　偏光変換素子１１は、第１レンズアレイ９により分割された各部分光束の偏光方向を、
偏光方向の揃った略１種類の直線偏光として射出する。偏光変換素子１１は、青色レーザ
ーダイオード５９からの照明光のうち、一方の偏光（例えばＰ偏光）を透過し、他方の偏
光（例えばＳ偏光）を照明光軸５１ａｘに垂直な方向に向けて反射する偏光分離層と、偏
光分離層で反射された他方の偏光成分を有する光を照明光軸５１ａｘに平行な方向に反射
する反射層と、偏光分離層を反射した一方の偏光成分を有する光を他方の偏光成分を有す
る光に変換する位相差板とを有する。なお、偏光変換素子１１を透過した光は、概ねＰ偏
光となるが、全てがＰ偏光となるわけではなく、Ｓ偏光も混在している。
【００３１】
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　重畳レンズ１２は、第１レンズアレイ９、第２レンズアレイ１０および偏光変換素子１
１を経た複数の部分光束を集光して反射型液晶パネル４Ｂの画像形成領域近傍に重畳させ
るための光学素子である。重畳レンズ１２は、重畳レンズ１２の光軸と青色光用照明装置
５１の照明光軸５１ａｘとが略一致するように配置されている。なお、重畳レンズ１２は
、複数のレンズを組み合わせた複合レンズで構成されていてもよい。
【００３２】
　黄色光用照明装置５２は、励起用レーザーダイオードアレイ６０と、平行化レンズ５４
と、集光レンズ５５と、蛍光体基板６１と、ピックアップレンズ５７と、平行化レンズ５
８と、第１レンズアレイ９と、第２レンズアレイ１０と、偏光変換素子１１と、重畳レン
ズ１２とを備える。励起用レーザーダイオードアレイ６０は、例えば３０個の励起用レー
ザーダイオード６２が６個×５個のアレイ状に配列されたものである。励起用レーザーダ
イオード６２は、蛍光体を励起させるための励起光として、紫外光もしくは青色光を射出
するものである。平行化レンズ５４は、個々の励起用レーザーダイオード６２に対応して
設けられている。蛍光体基板６１は、紫外光、青色光等の励起光を受けて黄色光を発する
蛍光体層が基板上に形成されたものである。
【００３３】
　励起用レーザーダイオード６２から射出された各励起光は、平行化レンズ５４により平
行化された後、集光レンズ５５により集光され、蛍光体基板６１上に照射されることで点
光源が形成される。蛍光体基板６１上の各点光源から発光した黄色光ＬＹは、ピックアッ
プレンズ５７を透過して平行化レンズ５８により平行化された後、第１レンズアレイ９に
入射する。
【００３４】
　黄色光用照明装置５２内の第１レンズアレイ９、第２レンズアレイ１０、偏光変換素子
１１及び重畳レンズ１２はそれぞれ、青色光用照明装置５１内の第１レンズアレイ９、第
２レンズアレイ１０、偏光変換素子１１及び重畳レンズ１２と同じ構成であるので、その
説明を省略する。但し、黄色光用照明装置５２では、青色光用照明装置５１の照明光軸５
１ａｘが照明光軸５２ａｘに変更されている点が異なる。
【００３５】
　導光光学系３Ｂは、集光レンズ３２Ｂと、第１の絞り（入射角制限部材）３７と、偏光
ビームスプリッター（偏光分離素子）２８と、第２の絞り３８と、偏光板３４Ｂとを備え
る。
【００３６】
　集光レンズ３２Ｂは、重畳レンズ１２で集光された青色光ＬＢの各部分光束を各主光線
に対して略平行な光束に変換する。第１の絞り３７は、集光レンズ３２Ｂが変換した略平
行な光束を絞る。これにより、重畳レンズ１２で集光された青色光ＬＢは、集光レンズ３
２Ｂおよび第１の絞り３７を介して偏光ビームスプリッター２８に入射する。このとき、
青色光用照明装置５１からの照明光束は偏光変換素子１１によって概ね偏光方向の揃った
略１種類の直線偏光（例えば、Ｐ偏光）に揃えられていることから、集光レンズ３２Ｂを
通過した光は、偏光ビームスプリッター２８を通過して青色光用の反射型液晶パネル４Ｂ
に入射する。なお、他の集光レンズ３２Ｒ、集光レンズ３２Ｇも、集光レンズ３２Ｂと同
様に構成されている。
【００３７】
　偏光ビームスプリッター２８は、プレートタイプの偏光ビームスプリッターであって、
透光性の基板に偏光分離膜を設けた構成からなる。偏光ビームスプリッター２８は、一方
の偏光を透過し、他方の偏光を反射する機能を有する。本実施形態の場合、偏光ビームス
プリッター２８は、一例としてＰ偏光を透過し、Ｓ偏光を反射する機能を有する。第２の
絞り３８は、偏光ビームスプリッター２８が反射したＳ偏光の青色光の光束を絞る。これ
により、第２の絞り３８により絞られた光が、青色光用光センサー３６Ｂに導かれる。
【００３８】
　また、偏光ビームスプリッター２８は、反射型液晶パネル４Ｂから反射された青色光の
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うちＳ偏光の青色光を反射し、Ｐ偏光の青色光を透過させる。これにより、偏光ビームス
プリッター２８で反射したＳ偏光の青色光が偏光板３４Ｂへ導かれる。偏光板３４Ｂは、
導かれた青色光のうち、所定の方向に偏光した光だけを通過させる。これにより、所定の
方向に偏光した青色光がクロスダイクロイックプリズム５へ導かれる。なお、他の偏光ビ
ームスプリッター（偏光分離素子）２６、偏光ビームスプリッター（偏光分離素子）２７
も、上述の偏光ビームスプリッター２８と同様に構成されている。
【００３９】
　上述したように、青色光用照明装置５１からの照明光束は偏光変換素子１１によって概
ねＰ偏光に揃えられており、青色のＰ偏光は偏光ビームスプリッター２８を透過して青色
光用の反射型液晶パネル４Ｂに入射する。ところが、実際には偏光変換素子１１を透過し
た光が全てＰ偏光に変換されているのではなく、Ｓ偏光も混在している。よって、偏光ビ
ームスプリッター２８に入射したＳ偏光は、偏光ビームスプリッター２８で反射する。青
色光の光路において、偏光ビームスプリッター２８で反射するＳ偏光の光路上に青色光用
光センサー３６Ｂが備えられている。
【００４０】
　導光光学系３Ｒは、集光レンズ３２Ｒと、第１の絞り３７と、偏光ビームスプリッター
（偏光分離素子）２６と、第２の絞り（入射角制限部材）３８と、偏光板３４Ｒとを備え
る。
【００４１】
　集光レンズ３２Ｒは、ダイクロイックミラー２５を透過した赤色光ＬＲの各部分光束を
各主光線に対して略平行な光束に変換する。第１の絞り３７は、集光レンズ３２Ｒが変換
した略平行な光束を絞る。これにより、ダイクロイックミラー２５を透過した赤色光ＬＲ
は、集光レンズ３２Ｒおよび第１の絞り３７を介して偏光ビームスプリッター２６に入射
する。このとき、黄色光用照明装置５２からの照明光束は偏光変換素子１１によって概ね
偏光方向の揃った略１種類の直線偏光（例えば、Ｐ偏光）に揃えられていることから、集
光レンズ３２Ｒを通過した光は、偏光ビームスプリッター２６を通過して赤色光用の反射
型液晶パネル４Ｒに入射する。
【００４２】
　また、偏光ビームスプリッター２６は、一例としてＰ偏光を透過し、Ｓ偏光を反射する
機能を有する。第２の絞り３８は、偏光ビームスプリッター２６が反射したＳ偏光の色光
の光束を絞る。これにより、第２の絞り３８により絞られた光が、赤色光用光センサー３
６Ｒへ導かれる。
【００４３】
　また、偏光ビームスプリッター２６は、反射型液晶パネル４Ｒから反射された赤色光の
うちＳ偏光の赤色光を反射し、Ｐ偏光の赤色光を透過させる。これにより、偏光ビームス
プリッター２６で反射したＰ偏光の赤色光が偏光板３４Ｒへ導かれる。偏光板３４Ｒは、
導かれた赤色光のうち、所定の方向に偏光した光だけを通過させる。これにより、所定の
方向に偏光した赤色光がクロスダイクロイックプリズム５へ導かれる。
【００４４】
　導光光学系３Ｇは、集光レンズ３２Ｇと、第１の絞り３７と、偏光ビームスプリッター
（偏光分離素子）２７と、第２の絞り（入射角制限部材）３８と、偏光板３４Ｇとを備え
る。
【００４５】
　集光レンズ３２Ｇは、ダイクロイックミラー２５が反射した緑色光ＬＧの各部分光束を
各主光線に対して略平行な光束に変換する。第１の絞り３７は、集光レンズ３２Ｇが変換
した略平行な光束を絞る。これにより、ダイクロイックミラー２５が反射した緑色光ＬＧ
は、集光レンズ３２Ｇおよび第１の絞り３７を介して偏光ビームスプリッター２７に入射
する。このとき、黄色光用照明装置５２からの照明光束は偏光変換素子１１によって概ね
偏光方向の揃った略１種類の直線偏光（例えば、Ｐ偏光）に揃えられていることから、集
光レンズ３２Ｇを通過した光は、偏光ビームスプリッター２７を通過して緑色光用の反射
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型液晶パネル４Ｇに入射する。
【００４６】
　また、偏光ビームスプリッター２７は、一例としてＰ偏光を透過し、Ｓ偏光を反射する
。第２の絞り３８は、偏光ビームスプリッター２７が反射したＳ偏光の緑色光の光束を絞
る。これにより、第２の絞り３８により絞られた光が、緑色光用光センサー３６Ｇに導か
れる。
【００４７】
　また、偏光ビームスプリッター２７は、反射型液晶パネル４Ｇから反射された緑色光の
うちＳ偏光の緑色光を反射し、Ｐ偏光の緑色光を透過させる。これにより、偏光ビームス
プリッター２７で反射したＳ偏光の緑色光が偏光板３４Ｇへ導かれる。偏光板３４Ｇは、
導かれた緑色光のうち、所定の方向に偏光した光だけを通過させる。これにより、所定の
方向に偏光した緑色光がクロスダイクロイックプリズム５へ導かれる。
【００４８】
　反射型液晶パネル４Ｒ、反射型液晶パネル４Ｇ、及び反射型液晶パネル４Ｂは、画像信
号に応じて照明光を変調し、画像を表す画像光を射出する光変調部である。反射型液晶パ
ネル４Ｒおよび反射型液晶パネル４Ｇは、黄色光用照明装置５２の被照明対象となる光変
調部である。反射型液晶パネル４Ｂは、青色光用照明装置５１の被照明対象となる光変調
部である。反射型液晶パネル４Ｒ、反射型液晶パネル４Ｇ、及び反射型液晶パネル４Ｂは
、本発明の「画像光射出部」に相当する。
【００４９】
　反射型液晶パネル４Ｒ、反射型液晶パネル４Ｇ、及び反射型液晶パネル４Ｂは、液晶層
を挟持する一対の基板と、光入射側の基板と対向する基板側に配置された反射層（もしく
は反射電極）と、を備えている。また、反射型液晶パネル４Ｒ、反射型液晶パネル４Ｇ、
反射型液晶パネル４Ｂの光入射側と反対側の面には、図１に示すように、それぞれ放熱フ
ィン３３Ｒ、放熱フィン３３Ｇ、放熱フィン３３Ｂが配設されている。
【００５０】
　クロスダイクロイックプリズム５は、偏光板３４Ｒ、偏光板３４Ｇ、及び偏光板３４Ｂ
から射出された色光毎に変調された画像光を合成し、カラー画像を表す画像光を形成する
光学素子である。クロスダイクロイックプリズム５は、４つの直角プリズムを貼り合わせ
た平面視略正方形状をなし、直角プリズム同士を貼り合わせた略Ｘ字状の界面には、誘電
体多層膜が形成されている。略Ｘ字状の一方の界面に形成された誘電体多層膜は青色光Ｌ
Ｂを反射し、他方の界面に形成された誘電体多層膜は赤色光ＬＲを反射する。これらの誘
電体多層膜によって青色光ＬＢおよび赤色光ＬＲは曲折され、クロスダイクロイックプリ
ズム５を透過する緑色光ＬＧの進行方向と揃えられることにより、３つの色の画像光が合
成される。クロスダイクロイックプリズム５から射出された画像光によって形成されるカ
ラー画像は、投写光学系６によって拡大投写され、スクリーンＳＣＲ上で画像を形成する
。
【００５１】
　青色レーザーダイオードアレイ５３には各青色レーザーダイオード５９の温度状態を全
体として把握するためのＢＬＤ温度センサー５３Ｔが設けられている。同様に、励起用レ
ーザーダイオードアレイ６０には各励起用レーザーダイオード６２の温度状態を全体とし
て把握するための励起用ＬＤ温度センサー６０Ｔが設けられている。
【００５２】
　また、青色光用の反射型液晶パネル４Ｂの放熱フィン３３Ｂには、導光光学系３Ｂ及び
反射型液晶パネル４Ｂを含む光学部材配置領域の温度状態を把握するために、Ｂ光用パネ
ル温度センサー３３ＢＴが設けられている。同様に、赤色光用の反射型液晶パネル４Ｒの
放熱フィン３３Ｒには、導光光学系３Ｒ及び反射型液晶パネル４Ｒを含む光学部材配置領
域の温度状態を把握するために、Ｒ光用パネル温度センサー３３ＲＴが設けられている。
温度センサーとしてはサーミスタが適用される。ただし、温度センサーとしてはサーミス
タに限定されるものではなく、種々の一般的な温度センサーを用いることができる。
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【００５３】
　制御部６３は、赤色光用光センサー３６Ｒが検出した赤色光の強度に応じて、励起用レ
ーザーダイオード６２の光量の調整を制御するとともに、青色光用光センサー３６Ｂが検
出した青色光の強度に応じて、青色レーザーダイオード５９の光量の調節を制御する。ま
た、制御部６３は、映像信号（不図示）に応じて反射型液晶パネル４Ｒ、４Ｇ、４Ｂの各
画素の反射率を制御する。制御部６３に入力される映像信号は、連続するフレームの画像
を示す複数の画像信号でもよいし、一フレームの画像を示す画像信号でもよい。
【００５４】
　図２は、図１の制御部６３の構成を示す概略ブロック図である。なお、同図では、制御
部６３及び反射型液晶パネル４Ｒ、４Ｇ、４Ｂの他に、青色レーザーダイオード５９及び
励起用レーザーダイオード６２を備える光源７１が示され、赤色光用光センサー３６Ｒ、
不図示の緑色光用光センサー３６Ｇ及び青色光用光センサー３６Ｂを備える光検出部７２
が示されている。さらにまた、ＢＬＤ温度センサー５３Ｔ及び励起用ＬＤ温度センサー６
０Ｔを備える光源温度検出部７３が示され、Ｂ光用パネル温度センサー３３ＢＴ及びＲ光
用パネル温度センサー３３ＲＴを備えるパネル温度検出部７４が示されている。
【００５５】
　制御部６３は、画像制御部として、画像処理部６４と、液晶駆動部６６Ｒ、６６Ｇ、６
６Ｂとを備え、光源７１の出力を制御する光源制御部として、駆動制御部６５Ａと、記憶
部６５Ｂと、ＰＷＭ信号生成部６７と、励起用レーザーダイオード駆動部６８と、青色レ
ーザーダイオード駆動部６９とを備える。光源７１の出力は、例えば、明るさである。明
るさは例えば光強度（光量）に対応する。
【００５６】
　画像処理部６４は、受け取った映像信号に対して各種の画質補正処理を適用し、画質補
正処理後の信号を液晶駆動部６６Ｒ、６６Ｇ、６６Ｂへ出力する。これにより、液晶駆動
部６６Ｒ、６６Ｇ、６６Ｂは、画像処理部６４から入力された信号を用いて、それぞれ反
射型液晶パネル４Ｒ、４Ｇ、４Ｂの反射率を制御する。
【００５７】
　駆動制御部６５Ａは、受け取った制御信号に応じて、光源７１の調光制御のための処理
および制御を行う。ここで、制御信号とは、スクリーンＳＣＲ（図１）に表示されるメニ
ュー画面（図示せず）で、ユーザーが入力したユーザー設定、またはカラーモードの表示
に係る情報を含む信号である。これにより、光源７１の光量は、ユーザー設定、またはカ
ラーモードに連動した明るさ及び色設定に基づいて制御される。なお、駆動制御部６５Ａ
は、受け取った映像信号の明るさ（階調値）に適応した調光制御を行なう場合もある。
【００５８】
　駆動制御部６５Ａは、記憶部６５Ｂに格納されている不図示の制御用プログラムを実行
することにより、駆動処理部６５ａ、電流／光量特性導出部６５ｂ、光源確認部６５ｃ、
光量測定部６５ｄ、及び温度測定部６５ｅとして機能するコンピューターである。記憶部
６５Ｂには、電流／光量特性テーブル（電流／光量特性ＬＵＴ）６５ｆおよびＤｕｔｙ／
光量特性テーブル（Ｄｕｔｙ／光量特性ＬＵＴ）６５ｇが記憶されている。電流／光量特
性テーブル６５ｆ及びＤｕｔｙ／光量特性テーブル６５ｇは、制御信号に含まれるユーザ
ー設定に応じて電流／光量特性導出部６５ｂが導出し、記憶部６５Ｂに格納する。
【００５９】
　図３は、電流／光量特性テーブル及びＤｕｔｙ／光量特性テーブルの一例を示す説明図
である。なお、この電流／光量特性テーブル及びＤｕｔｙ／光量特性テーブルは、光源７
１に含まれる励起用レーザーダイオード６２あるいは青色レーザーダイオード５９の具体
例ではなく、ある光源としてのレーザーダイオードを例として模式的に示している。
【００６０】
　図３（Ａ）の電流／光量特性テーブルは、レーザーダイオードを定電流で駆動する場合
の駆動電流と明るさ（光量に対応）との関係を示している。明るさは、定電流駆動可能範
囲のうち使用範囲の最大電流として設定した電流Ｉ１００における明るさＬ１００に対す
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る相対的な明るさ［％］で示している。電流Ｉｓｍは、レーザーダイオードの発光閾値電
流が経時劣化や使用環境に応じて変化したとしても、発光可能な下限の電流として設定し
た電流値である。また、電流Ｉｓｍは、定電流駆動可能範囲のうち使用範囲の最大電流と
して設定した電流Ｉ１００の３５％～６５％の範囲内とすることがより好ましい。このよ
うにすれば、光源としてのレーザーダイオードの寿命の末期に至るまで幅広い調光範囲を
保つことが可能である。
【００６１】
　この電流／光量特性テーブルは、明るさＬｓｍ以上の明るさの領域では明るさが高くな
るのに応じて大きくなる電流となっており、明るさＬｓｍよりも低い明るさの領域では明
るさに関係なく同じ電流値（電流Ｉｓｍ）となっている。この電流／光量特性テーブルに
よれば、明るさＬｓｍ以上の明るさの領域では、例えば、明るさＬｔｇ１に対応する駆動
電流（「供給電流」とも呼ぶ）として、明るさの変化に応じて変化する電流Ｉｔｇ１を導
出することができる。また、明るさＬｓｍよりも低い明るさの領域では、例えば、明るさ
Ｌｔｇ２に対応する駆動電流として、明るさＬｔｇ２の大きさに関係なく、明るさＬｓｍ
に対応する電流Ｉｓｍと同じ電流Ｉｔｇ２を導出することができる。
【００６２】
　図３（Ｂ）のＤｕｔｙ／光量特性テーブルは、レーザーダイオードをＰＷＭで駆動する
場合の明るさ（光量に対応）とＰＷＭ信号のデューティー（Ｄｕｔｙ）との関係を示して
いる。このＤｕｔｙ／光量特性テーブルは、明るさＬｓｍ以上の明るさの領域では、電流
／光量特性テーブルに従ってレーザーダイオードを定電流で駆動可能であるため、ＰＷＭ
信号のデューティーは１００％となっている。これに対して、明るさＬｓｍよりも低い明
るさの領域では、明るさの０％からＬｓｍ［％］までの変化に応じてＰＷＭ信号のデュー
ティーが０から１００％に変化するようになっている。このＤｕｔｙ／光量特性テーブル
によれば、明るさＬｓｍ以上の明るさの領域では、例えば、明るさＬｔｇ１に対応するデ
ューティーとして、明るさＬｔｇ１の大きさに関係なく、明るさＬｓｍに対応するデュー
ティーＤｌｓｍ（１００％）と同じデューティーＤｔｇ１を導出することができる。また
、明るさＬｓｍよりも低い領域では、例えば、明るさＬｔｇ２に対応するデューティーと
して、明るさの変化に応じて変化するデューティーＤｔｇ２を導出することができる。
【００６３】
　なお、実際の電流／光量特性テーブル６５ｆおよびＤｕｔｙ／光量特性テーブル６５ｇ
としては、青色レーザーダイオード５９用の電流／光量特性テーブルおよびＤｕｔｙ／光
量特性テーブルと、励起用レーザーダイオード６２用の電流／光量特性テーブルおよびＤ
ｕｔｙ／光量特性テーブルとが、電流／光量特性導出部６５ｂによって後述するように導
出されて記憶部６５Ｂに格納される。
【００６４】
　駆動処理部６５ａは、電流／光量特性テーブル６５ｆおよびＤｕｔｙ／光量特性テーブ
ル６５ｇを参照して、明るさの設定値に対応する励起用レーザーダイオード６２の励起用
駆動電流値ＣＹ及びＰＷＭ駆動のための励起用デューティー値ＤｕｔｙＹを導出する。ま
た、駆動処理部６５ａは、同様に、青色レーザーダイオード５９の青用駆動電流値ＣＢ及
びＰＷＭ駆動のための青色デューティー値ＤｕｔｙＢを導出する。
【００６５】
　ＰＷＭ信号生成部６７は、励起用デューティー値ＤｕｔｙＹから励起用レーザーダイオ
ード６２の明滅と対応したＰＷＭＹ信号を生成する。ＰＷＭ信号生成部６７は、生成した
ＰＷＭＹ信号を励起用レーザーダイオード駆動部６８へ出力する。同様に、ＰＷＭ信号生
成部６７は、青色デューティー値ＤｕｔｙＢから青色レーザーダイオード５９の明滅と対
応したＰＷＭＢ信号を生成する。ＰＷＭ信号生成部６７は、生成したＰＷＭＢ信号を青色
レーザーダイオード駆動部６９へ出力する。
【００６６】
　励起用レーザーダイオード駆動部６８は、ＰＷＭＹ信号の波形に基づいた励起用レーザ
ーダイオード６２のＯＮ／ＯＦＦ制御を行う。なお、励起用レーザーダイオード駆動部６
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８は、励起用デューティー値ＤｕｔｙＹが１００％の場合には、励起用レーザーダイオー
ド６２のＯＮ／ＯＦＦ制御を行わず、励起用駆動電流値ＣＹで定電流駆動を行う。また、
青色レーザーダイオード駆動部６９は、ＰＷＭＢ信号の波形に基づいた青色レーザーダイ
オード５９のＯＮ／ＯＦＦ制御を行う。なお、青色レーザーダイオード駆動部６９は、青
色デューティー値ＤｕｔｙＢが１００％の場合には、青色レーザーダイオード５９のＯＮ
／ＯＦＦ制御を行わず、青用駆動電流値ＣＢで定電流駆動を行なう。
【００６７】
　なお、以上の説明からわかるように、駆動制御部６５Ａ、より具体的には、駆動処理部
６５ａ、記憶部６５Ｂ、ＰＷＭ信号生成部６７、励起用レーザーダイオード駆動部６８、
及び青色レーザーダイオード駆動部６９は、本発明の光源制御部に相当する。
【００６８】
　光源確認部６５ｃは、後述するように、出荷検査時や光源７１を交換した際の初期検査
時における光源の初期状態を基準状態として確認する（以下、「光源初期状態確認処理」
とも呼ぶ）とともに、経時変化や環境変化等による光源の変化状態を確認する（以下、「
光源変化状態確認処理」とも呼ぶ）。なお、光源変化状態確認処理は、予め定められた時
間、例えば、累積使用時間や単純な設定時間等が経過した際、装置の動作終了シーケンス
中やユーザーによる確認処理の実行指示が発生した場合に実行される。
【００６９】
　光源確認部６５ｃが光源初期状態確認処理あるいは光源変化状態確認処理を実行する際
に、光量測定部６５ｄおよび温度測定部６５ｅは、以下のように動作する。すなわち、光
量測定部６５ｄは、光検出部７２の赤色光用光センサー３６Ｒにより検出される赤色光の
光強度に基づく光量を測定するとともに、青色光用光センサー３６Ｂにより検出される青
色光の光強度に基づく光量を測定する。また、温度測定部６５ｅは、光源温度検出部７３
の励起用ＬＤ温度センサー６０Ｔにより検出される励起用レーザーダイオード６２の温度
を測定するとともに、ＢＬＤ温度センサー５３Ｔにより検出される青色レーザーダイオー
ド５９の温度を測定する。また、温度測定部６５ｅは、赤色光用の導光光学系３Ｒ及び反
射型液晶パネル４Ｒを含む光学部材配置領域の温度として、パネル温度検出部７４のＲ光
用パネル温度センサー３３ＲＴにより検出される赤色光用の反射型液晶パネル４Ｒの温度
を測定する。また、温度測定部６５ｅは、青色光用の導光光学系３Ｂ及び反射型液晶パネ
ル４Ｂを含む光学部材配置領域の温度として、パネル温度検出部７４のＢ光用パネル温度
センサー３３ＢＴにより検出される青色光用の反射型液晶パネル４Ｂの温度を測定する。
【００７０】
Ａ２．光源状態確認：
（１）光源初期状態確認
　図４は、光源初期状態確認処理の手順を示すフローチャートである。この処理は、上記
したように、出荷検査時や光源７１を交換した際に、例えば、不図示の実行開始ボタンを
操作することにより、光源確認部６５ｃによって実行される。
【００７１】
　光源初期確認処理を開始すると、まず、光検出部７２における受光量に影響を与える要
因を予め決められた所定の状態に設定する。具体的には、ステップＳ１０２において反射
型液晶パネル４Ｒ、４Ｇ、４Ｂの全てを黒表示状態に設定し、ステップＳ１０４において
照明装置５１，５２からクロスダイクロイックプリズム５までの光学系に配置された光学
絞り３７、３８や光学フィルターを全開状態に設定する。
【００７２】
　そして、温度測定部６５ｅにより、赤色光用の反射型液晶パネル４Ｒ、青色光用の反射
型液晶パネル４Ｂ、励起用レーザーダイオード６２、及び青色レーザーダイオード５９の
温度を測定する。これにより、ステップＳ１０６において、Ｒ光用パネル温度センサー３
３ＲＴの温度センサー基準値ＲＰＡｒ、Ｂ光用パネル温度センサー３３ＢＴの温度センサ
ー基準値ＢＰＡｒ、励起用ＬＤ温度センサー６０Ｔの温度センサー基準値ＹＬＳｒ、及び
ＢＬＤ温度センサー５３Ｔの温度センサー基準値ＢＬＳｒを取得する。取得した温度セン
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サー基準値ＲＰＡｒ、ＢＰＡｒ、ＹＬＳｒ、ＢＬＳｒは、記憶部６５Ｂの不揮発性記憶領
域に格納される。なお、励起用レーザーダイオード６２から射出された光は黄色光（Ｙ光
）に変換されるものであり、以下では、励起用レーザーダイオード６２をＹ光源とも呼ぶ
。また、青色レーザーダイオード５９は青色光（Ｂ光）を射出するものであるため、以下
では、Ｂ光源とも呼ぶ。
【００７３】
　次に、ステップＳ１０８～Ｓ１１４において、駆動処理部６５ａで駆動電流(供給電流)
として予め決められた全範囲のうちの一部である第１電流Ｉ１～第４電流Ｉ４を順に設定
して、励起用レーザーダイオード６２及び青色レーザーダイオード５９を駆動する。そし
て、各ステップにおいて、赤色光用光センサー３６Ｒで検出される光強度及び青色光用光
センサー３６Ｂで検出される光強度を光量として測定し、各電流設定条件における赤色光
用光センサー３６Ｒの光センサー基準値ＲＳＥｒ１～ＲＳＥｒ４及び青色光用光センサー
３６Ｂの光センサー基準値ＢＳＥｒ１～ＢＳＥｒ４を取得する。取得した、第１電流Ｉ１
における光センサー基準値ＲＳＥｒ１、ＢＳＥｒ１、第２電流Ｉ２における光センサー基
準値ＲＳＥｒ２、ＢＳＥｒ２、第３電流Ｉ３における光センサー基準値ＲＳＥｒ３、ＢＳ
Ｅｒ３、及び第４電流Ｉ４における光センサー基準値ＲＳＥｒ４、ＢＳＥｒ４は、記憶部
６５Ｂの不揮発性記憶領域に格納される。ステップＳ１１４の処理終了後、光源初期状態
確認処理は終了する。
【００７４】
　第１電流Ｉ１は３Ｄ表示や、２Ｄ表示における動画応答特性改善等のように、光源を間
欠点灯する場合に利用される場合の最大の電流値であり、第２電流Ｉ２～第４電流Ｉ４は
通常の２Ｄ表示において連続点灯する場合の電流値である。また、第１電流Ｉ１は最大の
電流値に設定され、第４電流Ｉ４は、光源の発光下限の閾値の変動を考慮しつつ発光を確
保可能な最低の電流Ｉｓｍに設定されている。本実施形態では、励起用レーザーダイオー
ド６２の駆動電流としての第１電流Ｉ１～第４電流Ｉ４は、Ｉ１＝２．７Ａ、Ｉ２＝２．
３Ａ、Ｉ３＝１．５Ａ、Ｉ４＝０．９Ａに設定されている。また、青色レーザーダイオー
ド５９の駆動電流としての第１電流～第４電流Ｉ１～Ｉ４は、Ｉ１＝１．５Ａ、Ｉ２＝１
．２Ａ、Ｉ３＝０．９Ａ、Ｉ４＝０．６Ａに設定されている。
【００７５】
　また、第１電流Ｉ１～第４電流Ｉ４の各電流値は、高い計測精度と短い計測時間の両方
を確保するため、それぞれ、少なくとも０．３Ａ以上の間隔をあけることが好ましい。ス
テップＳ１０８～Ｓ１１４の各ステップにおいて、駆動電流を設定し光源を駆動した後、
光センサー値を取得するまでの間隔は、光センサーの応答特性を考慮した時間設定（例え
ば、１秒程度）とすることが好ましい。ただし、この時間設定では、光源や光センサー、
導光光学系、液晶パネル等の光学部材の温度特性によって変化する光量について光センサ
ー値に反映させることはできない。このような温度特性によって変化する光量については
、後述する補正係数を適用することで対応可能である。
【００７６】
　また、第１電流Ｉ１については、上記したように間欠点灯条件で設定可能な最大の電流
値である。第１電流Ｉ１は連続点灯では使用しない電流値である。そこで、ステップＳ１
０９における光センサー基準値の取得では、間欠点灯条件で光量測定を行い、測定した光
量測定値に補正係数を乗算することにより連続点灯時に想定される光量に換算する。補正
係数は、間欠点灯と連続点灯の差を補正する係数値を、予め実験的に求めることにより設
定される。これにより、連続点灯用の電流値と間欠点灯用の電流値とを別々に設定して、
測定を行なうことを省略することができるため、計測時間の短縮を図ることが可能である
。また、連続点灯であっても間欠点灯であっても同様の設定が可能である。
【００７７】
　上記のようにして取得した、温度センサー基準値ＲＰＡｒ、ＢＰＡｒ、ＹＬＳｒ、ＢＬ
Ｓｒ、第１電流Ｉ１～第４電流Ｉ４における光センサー基準値ＲＳＥｒｉ（ｉは第１電流
Ｉ１～第４電流Ｉ４に対応する１～４の値である）、ＢＳＥｒｉは、後述するように、電
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流／光量特性導出部６５ｂにおける、光源制御テーブルとしての電流／光量特定テーブル
及びＤｕｔｙ／光量特性テーブル（図３参照）の生成に利用される。
【００７８】
（２）光源変化状態確認
　図５は、光源変化状態確認処理の手順を示すフローチャートである。この処理は、上記
したように、累積使用時間や単純な設定時間等が経過した際において、装置の動作終了シ
ーケンス中や、装置の起動シーケンス中、ユーザーによる確認処理の実行指示時に実行さ
れる。
【００７９】
　光源変化状態確認処理を開始すると、光源初期状態確認処理のステップＳ１０２及びス
テップＳ１０４（図４）と同様に、ステップＳ２０２において反射型液晶パネル４Ｒ、４
Ｇ、４Ｂの全てを黒表示状態に設定し、ステップＳ２０４において光学絞り３７、３８や
光学フィルターを全開状態に設定する。
【００８０】
　次に、ステップＳ２０６において、光源初期状態確認処理のステップＳ１０６と同様に
、Ｒ光用パネル温度センサー３３ＲＴの温度センサー値ＲＰＡ、Ｂ光用パネル温度センサ
ー３３ＢＴの温度センサー値ＢＰＡ、励起用ＬＤ温度センサー６０Ｔの温度センサー値Ｙ
ＬＳ、及びＢＬＤ温度センサー５３Ｔの温度センサー値ＢＬＳを取得する。取得した温度
センサー値ＲＰＡ、ＢＰＡ、ＹＬＳ、ＢＬＳは、記憶部６５Ｂの不揮発性記憶領域に格納
される。
【００８１】
　また、ステップＳ２０８～Ｓ２１４において、光源初期状態確認処理のステップＳ１０
８～Ｓ１１４と同様に、第１電流Ｉ１～第４電流Ｉ４における光センサー値ＲＳＥｉ（ｉ
は第１電流Ｉ１～第４電流Ｉ４に対応する１～４の値である）、ＢＳＥｉを取得する。取
得した光センサー値ＲＳＥｉ，ＢＳＥｉは、記憶部６５Ｂの不揮発性記憶領域に格納され
る。
【００８２】
　次に、ステップＳ２１６において、下式（１）、（２）によりＹ光源の温度補正係数α
ｔｙ及びＢ光源の温度補正係数αｔｂを導出する。ここで、Ｙ光源は各励起用レーザーダ
イオード６２を意味しており、Ｂ光源は各青色レーザーダイオード５９を意味している。
　αｔｙ＝１＋（Ｙα＊（ＹＬＳ－ＹＬＳｒ）＋Ｙβ＊（ＲＰＡ－ＲＰＡｒ））　…（１
）
　αｔｂ＝１＋（Ｂα＊（ＢＬＳ－ＢＬＳｒ）＋Ｂβ＊（ＢＰＡ－ＢＰＡｒ））　…（２
）
　但し、Ｙα、Ｙβ、Ｂα、Ｂβは予め実験により決められた係数である。
【００８３】
　そして、ステップＳ２１８において、下式（３）、（４）に示すように、取得した光セ
ンサー値ＲＳＥｉ（ｉは第１電流Ｉ１～第４電流Ｉ４に対応する１～４の値である）、Ｂ
ＳＥｉに温度補正係数αｔｙ、αｔｂを乗算することにより補正後光センサー値ＣＲＳＥ
ｉ、ＣＢＳＥｉを導出する。
　ＣＲＳＥｉ＝ＲＳＥｉ＊αｔｙ　…（３）
　ＣＢＳＥｉ＝ＢＳＥｉ＊αｔｂ　…（４）
　これにより、光センサー値取得時の光源温度および光学部材温度に依存して光センサー
の受光量が変化することによって、光源の劣化により発生する変化の測定に誤りが発生す
ることを改善することができる。
【００８４】
　次に、ステップＳ２２０において、Ｒ光、Ｇ光、Ｂ光のバランス（「ホワイトバランス
」と呼ばれる）、すなわち、Ｙ光源とＢ光源とのバランスを一定に保つために、下式（５
）に示すＹ光源のバランス制御値ＬＳＢ＿Ｙ、あるいは、下式（６）に示すＢ光源のバラ
ンス制御値ＬＳＢ＿Ｂを導出する。導出したバランス制御値ＬＳＢ＿Ｙ、ＬＳＢ＿Ｂは、
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記憶部６５Ｂの不揮発性記憶領域に格納される。
　ＬＳＢ＿Ｙ＝ＬＳＢ＿Ｙ（Ｔ）＊［（ＲＳＥｒ／ＢＳＥｒ）／（ＲＳＥ／ＢＳＥ）］…
（５）
　ＬＳＢ＿Ｂ＝ＬＳＢ＿Ｂ（Ｔ）＊［（ＲＳＥ／ＢＳＥ）／（ＲＳＥｒ／ＢＳＥｒ）］…
（６）
　但し、ＬＳＢ＿Ｙ（Ｔ）、ＬＳＢ＿Ｂ（Ｔ）は現在設定されているバランス制御値であ
る。
【００８５】
　例えば、（ＲＳＥｒ／ＢＳＥｒ）＞（ＲＳＥ／ＢＳＥ）の場合、基準状態よりもＹ光が
弱い状態あるいはＢ光が強い状態と考えられる。ここで、光源が劣化状態である場合に、
光量を強める制御は、熱損質が増加する等によって装置の信頼性が悪化するリスクが高い
ため、光量を弱める制御を行なうことが望ましい。そこで、Ｙ光をそのまま維持すべくそ
のままのバランス制御値ＬＳＢ＿Ｙ（Ｔ）でＹ光源を制御するとともに、上記式（６）に
より求めたバランス制御値ＬＳＢ＿ＢでＢ光を弱めるようにＢ光源の制御を行なう。反対
に、（ＲＳＥｒ／ＢＳＥｒ）＜（ＲＳＥ／ＢＳＥ）の場合には、Ｂ光をそのまま維持すべ
くそのままのバランス制御値ＬＳＢ＿Ｂ（Ｔ）でＢ光源を制御するとともに、上記式（５
）により求めたバランス制御値ＬＳＢ＿ＹでＹ光を弱めるようにＹ光源の制御を行なう。
なお、この制御は、明るさの設定値にバランス制御値を乗算した値を明るさの設定値とし
て、駆動処理部６５ａにおいて駆動電流が導出されることによって実行される。
【００８６】
　上記式（５）、（６）で用いられるＲＳＥｒ、ＢＳＥｒ、ＲＳＥ、ＢＳＥは、第１電流
Ｉ１～第４電流Ｉ４で測定される光センサー基準値ＲＳＥｒｉ（ｉは第１電流Ｉ１～第４
電流Ｉ４に対応する１～４の値である）、ＢＳＥｒｉ、及び光センサー値ＲＳＥｉ、ＢＳ
Ｅｉのうち、通常表示（２Ｄ表示）において定電流駆動で使用される最大の電流である第
２電流Ｉ２で測定される光センサー基準値ＲＳＥｒ２、ＢＳＥｒ２、および、光センサー
値ＲＥＳ２、ＢＳＥ２を用いることが好ましい。このようにすれば、バランスの精度を高
めることができる。ただし、これに限定されるものではなく、第１電流Ｉ１～第３電流Ｉ
３の測定値の平均値や第１電流Ｉ１～第４電流Ｉ４の測定値の平均値を用いるようにして
も良い。
【００８７】
　ステップＳ２２０の処理終了後、光源変化状態確認処理は終了する。この光源変化状態
確認処理を装置の終了シーケンス中で実行した場合には、次回の起動時から取得した光セ
ンサー値およびバランス制御値に基づく制御が実行される。
【００８８】
　また、上記のようにして取得した、温度センサー値ＲＰＡ、ＢＰＡ、ＹＬＳ、ＢＬＳ、
第１電流Ｉ１～第４電流Ｉ４における光センサー値ＲＳＥｉ（ｉは第１電流Ｉ１～第４電
流Ｉ４に対応する１～４の値である）、ＢＳＥｉは、温度センサー基準値ＲＰＡ、ＢＰＡ
、ＹＬＳ、ＢＬＳ、第１電流Ｉ１～第４電流Ｉ４における光センサー基準値ＲＳＥｒｉ、
ＢＳＥｒｉとともに、後述するように、電流／光量特性導出部６５ｂにおける、光源制御
テーブルとしての電流／光量特定テーブル及びＤｕｔｙ／光量特性テーブル（図３参照）
の生成に利用される。
【００８９】
Ａ３．光源制御テーブル生成：
　図６は、光源制御テーブル生成処理の手順を示すフローチャートである。この処理は、
装置起動時や、設定状態の変更時、例えば、２Ｄモード、３Ｄモード、シネマモード、グ
ラフィックモードなどの表示モードの変更時等の度に、電流／光量特性導出部６５ｂによ
って実行される。
【００９０】
　ステップＳ３０２において、光源変化状態確認処理のステップＳ２１６と同様に、式（
１）、（２）により温度補正係数αｔｙ、αｔｂを導出する。また、ステップＳ３０４に



(20) JP 6519970 B2 2019.5.29

10

20

30

40

50

おいて、電流補正係数αｄｙ、αｄｂを導出する。電流補正係数は、光源の駆動電流を連
続的に変化させたときにそれぞれ読み取られる光センサー値と、安定した状態でそれぞれ
読み取られる光センサー値との差を補正するための係数である。電流補正係数αｄｙ、α
ｄｂは、予め実験によって決められて、記憶部６５Ｂの不揮発性記憶領域に格納されてお
り、記憶部６５Ｂから読み出すことにより導出される。
【００９１】
　次に、ステップＳ３０６において、下式（７）、（８）に示すように、光センサー値Ｒ
ＳＥｉ（ｉは第１電流Ｉ１～第４電流Ｉ４に対応する１～４の値である）、ＢＳＥｉに温
度補正係数αｔｙ、αｔｂ及び電流補正係数αｄｙ、αｄｂを乗算することにより補正後
光センサー値ＰＲＳＥｉ、ＰＢＳＥｉを導出する。
　ＰＲＳＥｉ＝ＲＳＥｉ＊αｔｙ＊αｄｙ　…（７）
　ＰＢＳＥｉ＝ＢＳＥｉ＊αｔｂ＊αｄｂ　…（８）
【００９２】
　そして、ステップＳ３０８において、以下で説明するように、導出した補正後光センサ
ー値ＰＲＳＥｉ、ＰＢＳＥｉを用いて光源制御テーブルを生成する。
【００９３】
　図７は、第１電流Ｉ１～第４電流Ｉ４において取得される光センサー値を示すグラフで
ある。このグラフは、具体的な例ではなく、ある光源を例として模式的に示している。ま
た、光センサー値は、第２電流Ｉ２における光センサー基準値Ｌｒ２を基準（１００％）
とする相対値で示している。
【００９４】
　基準状態における光センサー値Ｌｒ１～Ｌｒ４（実線及び点線の○で示す）に対して、
光センサー値は、温度および光センサーの応答特性によって、例えば、Ｌｔ１～Ｌｔ４（
実線及び点線の◇で示す）ように変化する。この差は、上記した温度補正係数および電流
補正係数によって補正した補正後センサー値を用いることによって、基準値と同じ状態と
することができる。
【００９５】
　光源が劣化した状態では、光センサー値は、Ｌ１～Ｌ４（実線及び点線の△で示す）の
ように低下した状態となる。この場合に、基準状態のままの光源制御テーブルを用いて設
の明るさに対応する電流を求めて光源を制御した場合、設定の明るさとは大きく異なった
状態となる。そこで、上記したように、光源変化状態確認処理において取得した光センサ
ー値を、温度補正係数及び電流係数で補正した補正後のセンサー値を用いて光源制御テー
ブルを生成することが要求される。
【００９６】
　図８は、光源制御テーブルのうちの電流／光量特性テーブルを基準状態と光源劣化状態
の例を比較して示す説明図である。この電流／光量特性テーブルは、具体的な例ではなく
、ある光源を例として４つの電流値で取得した光センサー値を用いて、３Ｄ表示等の間欠
点灯に対応させた場合の電流／光量特性テーブルを模式的に示している。また、光センサ
ー値は、第２電流Ｉ２における光センサー値を明るさの基準（１００％）とする相対値で
示している。
【００９７】
　基準状態では、第１電流Ｉ１～第電流Ｉ４における光センサー基準値Ｌｒ１～Ｌｒ４の
間の補間演算（例えば、線形補間演算）を行なうことにより、実線で示した電流／光量特
性テーブルを導出することができる。同様に、光源劣化状態では、第１電流Ｉ１～第電流
Ｉ４における補正後の光センサー値Ｌ１～Ｌ４の間の補間演算を行なうことにより、一点
鎖線で示した電流／特性テーブルを導出することができる。
【００９８】
　なお、図８は、第２電流Ｉ２における光センサー値を明るさの基準（１００％）として
示しているが、第１電流Ｉ１における光センサー値を明るさの基準とする相対値で示して
もよい。また、図８は、３Ｄ表示等の間欠点灯に対応させた場合を示しているが、２Ｄ表
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示等の連続点灯のみの場合には第２電流Ｉ２～第４電流Ｉ４の３つの光センサー値を用い
て電流／光量特性テーブルを生成すればよい。
【００９９】
　第４電流Ｉ４すなわち最少の電流Ｉｓｍに対応する明るさＬｒｓｍ（基準状態Ｌｒ４）
、Ｌｓｍ（劣化状態Ｌ４）よりも暗い明るさを実現するためのＤｕｔｙ／光量特性テーブ
ルは、図３（Ｂ）に示したように、０％～最低電流Ｉｓｍにおける明るさＬｒｓｍ、Ｌｓ
ｍまでを、デューティーが０％～１００％でリニアに変化するように生成される。
【０１００】
　以上説明したように、本実施形態では、使用範囲の明るさに対応する駆動電流（供給電
流）のうちの一部の複数の駆動電流においてそれぞれ測定した光量に対応する光センサー
値を、実際の使用条件に合わせた補正係数（温度補正係数及び電流補正係数）に基づいて
補正することにより、短い計測時間で高精度な光源制御テーブルを生成することができる
。そして、生成した光源制御テーブルを用いることにより、設定した明るさに応じて光源
を高精度に制御することが可能である。なお、この設定した明るさは、例えば、高輝度設
定で映像に応じた適応調光がなされる場合、高輝度設定用の明るさ設定（例えば１００％
）に、適応調光の明るさ（例えば７０％）を乗算し、さらに上述した光源のバランス制御
値を乗算することにより求められる。
【０１０１】
　なお、光源制御テーブルは１２ビット程度の精度を持たせることにより、ホワイトバラ
ンス（「色バランス」とも呼ばれる）を良好に保った状態でＹ光源およびＢ光源の光量を
制御することが可能である。この場合、制御可能な電流設定の数は１０００段階程度とな
るが、上記したように少ない電流設定の点数における光センサーによる光量の計測のみで
、１２ビット精度に相当する高精度な制御が可能である。
【０１０２】
Ｂ．変形例：
（１）変形例１
　なお、上記実施形態の光学構成は図１の光学構成に限定されるものではない。例えば、
蛍光体基板６１は反射型のものでもよいし、拡散板の有無など細かな光学構成は単なる設
計事項であって、これらには限定されない。また、赤（Ｒ）緑（Ｇ）青（Ｂ）３つのＬＥ
Ｄを光源とした構成であってもよい。また、１つのレーザーダイオードあるいは１つのＬ
ＥＤを光源として構成であってもよい。また光変調部（画像光射出部）は、透過型液晶パ
ネルやＤＭＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｍｉｒｒｏｒ　Ｄｅｖｉｃｅ、ディジタルミラーデバイ
ス）であっても良い。
【０１０３】
（２）変形例２
　また、赤色光用光センサー３６Ｒ、緑色光用光センサー３６Ｇ及び青色光用光センサー
３６Ｂの配置は図１の位置に限定するものではなく、黄（Ｙ）の光源および青（Ｂ）の光
源の明るさ、具体的には、光量（光強度）が検出できる場所であればよい。
【０１０４】
（３）変形例３
　上記実施形態では、光源状態確認において、緑色光用光センサー３６Ｇの測定値（光セ
ンサー値）は用いていないが、これに限定されるものではなく、赤色光用光センサー３６
Ｒ及び青色光用光センサー３６Ｂの測定値に加えて、緑色光用光センサー３６Ｇの測定値
を用いても良い。また、赤色光用光センサー３６Ｒの測定値に代えて、緑色光用光センサ
ー３６Ｇの測定値を用いても良い。
【０１０５】
（４）変形例４
　また、ＢＫＤ温度センサー５３Ｔ及び励起用ＬＤ温度センサー６０Ｔの配置は図１の位
置に限定するものではなく、光源としての各レーザーダイオードの温度が検出できる場所
であればよい。
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【０１０６】
（５）変形例５
　また、Ｒ光用パネル温度センサー３３ＲＴ及びＢ光用パネル温度センサー３３ＢＴの配
置は図１の位置に限定するものではなく、導光光学系および反射型液晶装置の温度状態を
把握することができる場所であればよい。
【０１０７】
（６）変形例６
　また、Ｒ光用パネル温度センサー３３ＲＴではなく、緑色光用の反射型液晶パネル４Ｇ
の放熱フィン３３ＧにＧ光用パネル温度センサーが設けられるようにしてもよい。導光光
学系３Ｒ及び反射型液晶パネル４Ｒに入射する赤色（Ｒ）光は、黄色光用照明装置５２か
ら射出された黄色光ＬＹを分離した赤色光ＬＲの一部であり、導光光学系３Ｇ及び反射型
液晶パネル４Ｇに入射する緑色（Ｇ）光は、黄色光用照明装置５２から射出された黄色光
ＬＹを分離した緑色光ＬＧの一部である。このため、少なくとも一方の導光光学系及び反
射型液晶パネルを含む光学部材配置領域の温度状態を把握すれば、他方の光学部材配置領
域の温度状態も概ね把握することができる。
【０１０８】
（７）変形例７
　また、上記実施形態では、間欠点灯の電流としての第１電流Ｉ１、及び定電流駆動の電
流としての第２電流Ｉ２～第４電流Ｉ４の４種類の電流で光源確認を行っているが、これ
に限定されるものではない。間欠点灯の電流として複数の電流を用いてもよい。また、定
電流駆動の電流として、最大電流である第２電流Ｉ２と最低電流であるＩ４の２つの電流
のみとしてもよく、４つ以上の電流としてもよい。電流の数を減らせば計測時間を短くす
ることができ、電流の数を増やせば光源制御テーブルの精度を高めることができる。
【０１０９】
（８）変形例８
　また、上記実施形態では、連続点灯に対応する全ての定電流駆動の範囲で、あらかじめ
決めた３つの電流（第２電流Ｉ２～第４電流Ｉ４）の光センサー値を用いて光源制御テー
ブルを生成する場合を例に説明している。しかしながら、あらかじめ決めた全ての定電流
駆動の電流の光センサー値を用いる必要はなく、例えば、定電流駆動の最大電流と最少電
流のみを用いて光源制御テーブルを生成するようにしても良く、定電流駆動の最大電流と
２番目に大きい電流を用いて光源制御テーブルを生成するようにしても良い。すなわち、
連続点灯に対応する全ての定電流駆動の電流の範囲で、あらかじめ決めた一部の複数の電
流のうち、最大電流と、最大電流以外の少なくとも一つの電流と、を用いて光源制御テー
ブルを生成するようにしても良い。
【０１１０】
（９）変形例９
　上記実施形態では、温度補正係数及び電流補正係数を用いて光センサー値の補正を行っ
ているが、これに限定されるものではない。例えば、シネマモードなどの表示シーンに応
じて輝度を切替設定する場合には、これに応じて装置に備える冷却ファンの回転数を変化
させる場合がある。この場合には、冷却ファンの設定回線数に応じて温度が変化するため
、ファンの設定条件に応じた補正係数を別途持たせて光センサー値を補正するようにして
もよい。すなわち、設定条件に応じて光源の状態に変化を発生させる場合に、それに応じ
た補正係数を用いるようにしてもよい。また、光センサー値に温度依存性や電流依存性が
少ない場合、また、温度依存性や電流依存性が無い場合には、これらの補正係数による光
センサー値の補正を行わないようにしても良い。
【０１１１】
（１０）変形例１０
　上記実施形態では、光源を駆動するめの駆動電力（「供給電力」とも呼ぶ）として電流
（「駆動電流」あるいは「供給電流」とも呼ぶ）を例として説明しているが、電圧（「駆
動電圧」あるいは「供給電圧」とも呼ぶ）であってもよい。
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【０１１２】
（１１）変形例１１
　また、制御部６３の各処理を実行するためのプログラムをコンピューター読み取り可能
な記録媒体に記録して、当該記録媒体に記録されたプログラムをコンピューターシステム
に読み込ませ、実行することにより、制御部６３に係る上述した種々の処理を行ってもよ
い。
【０１１３】
　なお、ここでいう「コンピューターシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェア
を含むものであってもよい。また、「コンピューターシステム」は、ＷＷＷシステムを利
用している場合であれば、ホームページ提供環境（あるいは表示環境）も含むものとする
。また、「コンピューター読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁
気ディスク、ＲＯＭ、フラッシュメモリー等の書き込み可能な不揮発性メモリー、ＣＤＲ
ＯＭ等の可搬媒体、コンピューターシステムに内蔵されるハードディスク等の記憶装置の
ことをいう。
【０１１４】
　さらに「コンピューター読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワ
ークや電話回線等の通信回線を介してプログラムが送信された場合のサーバーやクライア
ントとなるコンピューターシステム内部の揮発性メモリー（例えばＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍ
ｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ））のように、一定時間プログラムを
保持しているものも含むものとする。また、上記プログラムは、このプログラムを記憶装
置等に格納したコンピューターシステムから、伝送媒体を介して、あるいは、伝送媒体中
の伝送波により他のコンピューターシステムに伝送されてもよい。ここで、プログラムを
伝送する「伝送媒体」は、インターネット等のネットワーク（通信網）や電話回線等の通
信回線（通信線）のように情報を伝送する機能を有する媒体のことをいう。また、上記プ
ログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良い。さらに、前述し
た機能をコンピューターシステムにすでに記録されているプログラムとの組み合わせで実
現できるもの、いわゆる差分ファイル（差分プログラム）であっても良い。
【０１１５】
（１２）変形例１２
　上記実施形態は、プロジェクターを例に説明しているが、投写光学系を備えない一般的
な画像表示装置においても適用可能である。
【０１１６】
　本発明は、上述の実施形態や変形例に限られるものではなく、その趣旨を逸脱しない範
囲において種々の構成で実現することができる。例えば、発明の概要の欄に記載した各形
態中の技術的特徴に対応する実施形態、変形例中の技術的特徴は、上述の課題の一部又は
全部を解決するために、あるいは、上述の効果の一部又は全部を達成するために、適宜、
差し替えや、組み合わせを行うことが可能である。また、その技術的特徴が本明細書中に
必須なものとして説明されていなければ、適宜、削除することが可能である。
【符号の説明】
【０１１７】
　３Ｒ、３Ｇ、３Ｂ　導光光学系　４Ｒ、４Ｇ、４Ｂ　反射型液晶パネル（光変調部、画
像光射出部）　５　クロスダイクロイックプリズム　６　投写光学系　９　第１レンズア
レイ　１０　第２レンズアレイ　１１　偏光変換素子　１２　重畳レンズ　２５　ダイク
ロイックミラー　２６、２７、２８　偏光ビームスプリッター（偏光分離素子）　３２Ｒ
、３２Ｇ、３２Ｂ　集光レンズ　３３ＲＴ　Ｒ光用パネル温度センサー　３３ＢＴ　Ｂ光
用パネル温度センサー　３４Ｒ、３４Ｇ、３４Ｂ　偏光板　３６Ｒ　赤色光用光センサー
　３６Ｇ　緑色光用光センサー　３６Ｂ　青色光用光センサー　３７　第１の絞り（入射
角制限部材）　３８　第２の絞り（入射角制限部材）　５０、５０ｂ　プロジェクター　
５１　青色光用照明装置　５２　黄色光用照明装置　５３　青色レーザーダイオードアレ
イ　５３Ｔ　ＢＬＤ温度センサー　５４　平行化レンズ　５５　集光レンズ　５６　拡散
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板　５７　ピックアップレンズ　５８　平行化レンズ　５９　青色レーザーダイオード　
６０Ｔ　励起用ＬＤ温度センサー　６１　蛍光体基板　６２　励起用レーザーダイオード
　６３　制御部　６４　画像処理部　６５Ａ　駆動制御部　６５Ｂ　記憶部　６５ａ　駆
動処理部　６５ｂ　電流／光量特性導出部　６５ｃ　光源確認部　６５ｄ　光量測定部　
６５ｅ　温度測定部　６５ｆ　電流／光量特性ＬＵＴ　６５ｇ　Ｄｕｔｙ／光量特性ＬＵ
Ｔ　６６　液晶駆動部　６７　ＰＷＭ信号生成部　６８　励起用レーザーダイオード駆動
部　６９　青色レーザーダイオード駆動部　７１　光源　７２　光検出部　７３　光源温
度検出部　７４　パネル温度検出部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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